
25自由研究論文

1 ）スポーツ学部　 2 ）福岡大学　 3 ）大阪体育大学　 4 ）大阪教育大学

Abstract
　The purpose of this study was to clarify the knowledge gained in junior high and high school 
Judo classes and to make recommendations for Judo university classes that trained junior high 
and high school health and physical education teachers. We administered a questionnaire of the 
knowledge gained in junior high and high school Judo classes to B college 72 students who had 
participated Judo classes at junior high or high school. The results were as follows:
1. It was suggested that the difference between sports and martial arts, Judo refereeing rules 

cannot be actively learned.
2. While it was widely known that the founder of Judo was Jigoro Kano, the year of Judo estab-

lishment, Judo’s official name, its Judo’s philosophy and principles, the teachings of Jigoro 
Kano were not sufficiently learned.

3. The reasons for bowing and accidents causing head and neck injuries were well known.
　From the aforementioned results, university Judo teachers who have classes that train junior 
high and high school health and physical education teachers should teach students the differ-
ence between sports and martial arts, Judo refereeing rules, the year of Judo establishment, Ju-
do’s official name, Judo’s philosophy and principles, and the teachings of Jigoro Kano.
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1. 緒言

　2008年 3 月28日の中学校学習指導要領の改
訂において，中学校保健体育科では，武道・
ダンスを含めたすべての領域が必修となった

（文部科学省，online）．また，中学校学習指
導要領（平成 29 年告示）解説では，「武道は，
武技，武術などから発生した我が国固有の文
化であり，相手の動きに応じて，基本動作や
基本となる技を身に付け，相手を攻撃したり
相手の技を防御したりすることによって，勝
敗を競い合い互いに高め合う楽しさや喜びを
味わうことのできる運動である．また，武道
に積極的に取り組むことを通して，武道の伝
統的な考え方を理解し，相手を尊重して練習
や試合ができるようにすることを重視する対
人的な技能を基にした運動である」とされて
いる（文部科学省，2017）．
　公益財団法人日本武道館の関連団体である
日本武道協議会は，「武道は，武士道の伝統
に由来する日本で体系化された武技の修錬に
よる心技一如の運動文化で，心技体を一体と
して鍛え，人格を磨き，道徳心を高め，礼節
を尊重する態度を養う，人間形成の道であり，
柔道，剣道，弓道，相撲，空手道，合気道，
少林寺拳法，なぎなた，銃剣道の総称を言う」
と定義している（公益財団法人日本武道館，
2017）．そのため文部科学省（2017）は，「武
道」については，従前どおり，「柔道」，「剣道」
及び「相撲」の中から選択して履修できるよ
うにすることとした．また，「内容の取扱い」
に，我が国固有の伝統と文化への理解を深め
る観点から，日本固有の武道の考え方に触れ
ることができるよう，「柔道，剣道，相撲，
空手道，なぎなた，弓道，合気道，少林寺拳
法，銃剣道などを通して，我が国固有の伝統
と文化により一層触れることができるように
すること」を新たに示すとともに，学校や地
域の実態に応じて，従前から示されているな
ぎなたに加えて，空手道，弓道，合気道，少
林寺拳法，銃剣道などについても履修させる

ことができることとしている．文部科学省委
託による全国規模の調査によると，実際に中
学校では柔道（62.5%），剣道（31.8%），相撲

（1.6%），その他の武道（4.2%）が実施されて
いる．このことから，毎年多くの中学生が柔
道を選択している（日本武道学会，2016）．
　中学校保健体育科における武道の必修化に
よって，学校体育における柔道や武道に対す
る関心が高まり，多くの研究が行われている．
川内谷ほか（2016）は，男女ともに柔道の授
業を経験することによって「楽しい」「面白い」
と柔道に好感を持つ者が増え，「痛い」「恐い」
と恐怖を感じる者が減ったと報告している．
小林ほか（2018）は，大学体育における武道
種目受講学生の武道イメージについて，伝統
文化因子（武道は身体文化であるよりも，日
本的な精神文化や奥深さに通じる伝統性を重
んじるもの），愉楽快活因子（武道は明るく
活動的で親しみやすいもの，楽しく面白いも
の），苦痛危険因子（武道は複雑で難しく，
危険や苦痛を伴うもの），静謐（せいひつ）
因子（静かでおだやかな神秘的なもの）の 4
つが抽出され，武道授業履修後に伝統文化因
子と苦痛危険因子は明らかに得点が高くなっ
たと報告している．石川ほか（2017）は，受
講生は柔道を明るく親しみやすく，かつ武道
特有の精神的な価値を持つ「伝統的な種目で
活動的なスポーツ」としてとらえていること
が示唆されたと報告している．これらの研究
以外にも，柔道（武道）の授業経験による意
識の変化や効果を検証した数多くの研究が存
在している．
　文部科学省委託事業「武道等指導推進事業

（武道等の指導成果の検証）」調査報告書（日
本武道学会，2016）によると，武道の授業に
おける柔道の有段者は38.8%，剣道の有段者
は16.1%，相撲の有段者は1.1%，その他の武
道の有段者は1.3% であると報告されている．
柔道は専門性が高く，重大事故が発生してい
るために，事故防止の観点から全日本柔道連
盟公認資格を有する者（初段以上が必要）が
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望ましい．しかし，半数以上の者は指導者資
格を所有していない．
　この現状に対して，小澤ほか（2012）は，
生徒の技能レベルに応じ，安全で効果的な「柔
道」の授業を行うための 1 つの方法として，
中学校で取り扱う基本となる投げ技を用いた
授業教材としての「形」の構築を試みている．
柔道の練習は「かかり練習，約束練習，自由
練習」と段階的に分類されている（文部科学
省，2013）．形は約束練習に該当し，受け・
取りが掛ける技を決めて練習するために安全
かつ効果的であると考えられる．
　與儀（2012）は，柔道授業づくり教本を用
いて，初めて柔道の授業を受ける生徒に焦点
化し，学習意欲に及ぼす影響を検討している．
その結果，意欲的側面が高まり，主観的評価
においても学習意欲が高まったことを明らか
にしている．この理由として , 学習内容が一
時間ごとに設定されているものではなく，実
態に応じて指導内容と指導時間が緩やかに螺
旋的に設定されているため，完成度や取り組
み状況をフィードバックしながら進められた
ことで，練習の効率化が図られ学習ストラテ
ジーが高まったためであると報告してい
る . また，そのことが受け身や技を習得でき
るように最後まで頑張ろうという達成動機の
向上に繋がり，困難の克服が高まったためで
あると報告している . さらに , 単元の感想か
ら「柔道の授業は最初は不安だったが，やっ
てみるととても楽しかった」や「単元計画を
延ばして，もっとやりたい」など，興味が高
まったことを示唆する内容の記述が多く確認
されたためであると指摘している .
　與儀（2016）は生徒の形成的授業評価や技
能評価から学習指導の課題について検討して
いる．その結果，初めて柔道を履修する中学
生にとって，「体落し」の学習指導が課題で
あることを報告している．この課題について,

「後ろさばき」で指導を展開した際，実際に「取
り」が技をかけると「受け」の重圧が加わり
前方に膝をついてつぶれる場面が見られた

り，「取り」の上体が傾いてうまく「受け」
を転ばす（投げる）ことができない生徒が多
く見られたと指摘している．これらのことは，
体格や筋力の発達段階に応じた指導法の工夫
改善が必要であることを示唆している .
　丸山・久保田（2018）は，安全で楽しい柔
道授業を行うための教材として「じゃんけん
柔道」の開発を行っている．「じゃんけん柔道」
とは，お互いに右組みで組んだ状態で足じゃ
んけんを行い，勝った方が負けた方を投げる
という約束練習である．自然本体を「グー」（足
を閉じた状態での受けは危険であるため，一
般的な足じゃんけんのグーではなく，足を肩
幅に広げることとした），右自然体を「チョ
キ」，足を肩幅よりも大きく横に広げた状態
を「パー」として，「最初はグー，じゃんけ
んぽん」の掛け声のリズムに合わせて，自然
本体の状態で数回ジャンプをして，足じゃん
けんを行う．じゃんけんの勝敗決定後，すぐ
に勝った方が効果的な技を仕掛けて，負けた
方を投げるというのが基本的なルールであ
る．
　このように柔道の専門性が高くなくとも安
全で効果的な柔道授業の検討が行われ , 柔道
の技術指導による学習効果や指導法の開発に
関する研究はかなり進んでいる．しかし，武
道の必修化という観点から，「相手を尊重し，
伝統的な行動の仕方を大切にしようとする」
ことが最も重要な学習内容であると考える．
なぜなら，相手を尊重し，伝統的な行動の仕
方を大切にしようとする心を身に付けるため
には，柔道（武道）の技術を向上させるだけ
では身に付けることはできないからである．
これはスポーツ技術の向上によって人間性が
高まるとは限らないことと同じである．また，
中学校学習指導要領解説の保健体育編の「学
びに向かう力，人間性等」において，「自主
的に取り組む」「自己の責任を果たそうとす
る」「一人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとする」「健康・安全を確保する」

（文部科学省，2017）は，柔道（武道）でな
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くとも他のスポーツで十分に学習できる内容
である．
　近年，スポーツにおける暴力やハラスメン
トが深刻な問題となり，柔道界では2012年の
全日本女子柔道ナショナルチームの問題から
始まり，未だに暴力やハラスメントが絶えな
い（公益財団法人全日本柔道連盟，2013，
2020b）．2013年に全日本柔道連盟は「暴力
の根絶プロジェクト」を立ち上げ，2014年 4
月 1 日に「暴力の根絶プロジェクト」を「柔
道 MIND プロジェクト特別委員会」と名前
を改め，活動内容も積極的に広げている．そ
の理由について，「暴力の根絶プロジェクト」
は「暴力という負（マイナス）の部分をなく
そう」ということが趣旨であり，「礼節や品
格などの正（プラス）の部分」を伸ばそうと
いう意味合いが足りないからであると説明さ
れている（公益財団法人全日本柔道連盟，
2014）．柔道 MIND の「MIND」は英語で「精
神」「心」という意味であり，柔道創始者で
ある嘉納治五郎師範の教えの精神，柔道の心
に立ち返ろうという気持ちを込められてい
る．また，「MIND」は，Manners（礼節），
Independence（ 自 立 ），Nobility（ 高 潔 ），
Dignity（品格）の 4 つの単語の頭文字をつ
なげたものでもある．このように，柔道の指
導においては，嘉納治五郎の教えである精力
善用や自他共栄，遺訓が非常に重視されてい
る．特に，中学校・高校の保健体育科教員を
目指す学生にとっては，柔道の理念を学んで
道徳心を高めることは，あらゆる活動におい
て有用である．このことに加えて，中学校保
健体育学習指導要領解説にある「我が国固有
の伝統と文化への理解を深める観点から，日
本固有の武道の考え方に触れることができる
よう内容等について一層の改善を図る」と示
されている（文部科学省，2017）．武道固有
の考え方については，イデオロギーの捉え方
によって様々な意見があるが，柔道に関して
は嘉納治五郎によって教育システムとして体
系化されているために，精力善用や自他共栄

などの理念や遺訓を学ぶことが重要である．
したがって，相手を尊重し，伝統的な行動の
仕方を大切にしようとする心を身に付けさせ
るためには，その中核となる柔道（武道）の
歴史や理念を学ぶことが必要不可欠であると
考える．それは武道という心技一如の運動文
化を理解することにつながり，引いては多文
化を理解する心を育むことにつながる．しか
し，中学校や高校の柔道授業で学習している
柔道の歴史や理念などの知識について，どの
程度学習されているかを明らかにした研究は
見られない．
　そこで本研究の目的は，中学校や高校の柔
道授業で学習する知識について明らかにする
とともに，中学校・高校の保健体育科教員を
養成する大学における柔道授業の提言をする
こととした．

2. 方法

（ 1） 対象者
　中学校・高校の保健体育科教員を養成する
B 大学における柔道の授業を履修した大学生
のうち，中学校あるいは高校の時に柔道の授
業を受講したことのある72名を対象とした．

（ 2） 調査期間・場所
　2017年 7 月28日から2017年 9 月29日までに
B 大学の柔道場においてアンケートを実施し
た．

（ 3） 調査内容
　対象者には，研究内容について十分に説明
を行い，同意を得てアンケートを実施した．
中学校や高校の柔道授業で学習する知識につ
いて，柔道の指導者として不可欠な内容（林，
2017a）を質問した（10問）．対象者は「はい」

「分からない」「いいえ」から回答を選択した．
本研究は，びわこ成蹊スポーツ大学学術研究
倫理専門委員会における研究倫理審査で承認
されたものである（成ス第53号）．
　中学校保健体育学習指導要領解説に「我が
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国固有の伝統と文化への理解を深める観点か
ら，日本固有の武道の考え方に触れることが
できるよう内容等について一層の改善を図
る」と示されている（文部科学省，2017）．
つまり，今回の学習指導要領改訂の重要な主
旨に沿ったものであるといえる．また，近年
は「観点別評価」が実施されていることから，

「技能」だけでなく「知識」が重要な評価の
観点となっている．これらのことから，精力
善用や自他共栄，遺訓などの理念は柔道を指
導する中学校・高校の保健体育科教員に不可
欠な内容であると考えられる．

（ 4） 分析方法
　集計方法について，無回答など回答に不備
のある 6 名を除外した．次に，正確に学習状
況を把握するために「分からない」という回
答者数を除外し，質問項目ごとに回答者数を
集計した．回答した人数の偏りを調べるため
にχ2 検定を行った．検定の有意水準は 5 %
未 満 と し た． 統 計 処 理 に は，IBM SPSS 
Statistics ver.25.0を用いた．

3. 結果

　表 1 は，中学校や高校における柔道の授業
で学習した知識について回答者数を示したも
のである．No.1より，「スポーツと武道の違
いを学びましたか？」について，回答した人
数の偏りは有意でなかった．No.2より，「柔
道の創始者が嘉納治五郎であることを学びま
したか？」について，「はい」と回答した人
数は有意に多かった（42名，65.6%）．No.3よ
り，「柔道の正式名称が日本伝講道館柔道で
あることを学びましたか？」について，「い
いえ」と回答した人数は有意に多かった（51
名，79.7%）．No.4より，「柔道が1882年（明
治15年）に創始されたことを学びましたか？」
について，「いいえ」と回答した人数は有意
に多かった（42名，65.8%）．No.5より，「柔
道の理念である精力善用を学びましたか？」
について，「いいえ」と回答した人数は有意
に多かった（40名，70.2%）．No.6より，「柔
道の理念である自他共栄を学びましたか？

「いいえ」と回答した人数は有意に多かった

No. 質問内容 選択肢 はい いいえ 合計 df χ2 値 有意差

1 「スポーツ」と「武道」の違いを学びましたか？ 人数 27 20 47 1 1.04 n.s.% 57.4 42.6 100

2 柔道の創始者が「嘉納治五郎」であることを学びました
か？

人数 42 22 64 1 6.25 p<0.05% 65.6 34.4 100

3 柔道の正式名称が「日本伝講道館柔道」であることを学
びましたか？

人数 13 51 64 1 22.56 p<0.01% 20.3 79.7 100

4 柔道が「1882年（明治15年）」に創始されたことを学び
ましたか？

人数 13 25 38 1 12.79 p<0.01% 34.2 65.8 100

5 柔道の理念である「精力善用」を学びましたか？ 人数 17 40 57 1 9.28 p<0.01% 29.8 70.2 100

6 柔道の理念である「自他共栄」を学びましたか？ 人数 19 38 57 1 6.33 p<0.05% 33.3 66.7 100

7 「嘉納治五郎遺訓（柔道の目的）」を学びましたか？ 人数 9 43 52 1 22.23 p<0.01% 17.3 82.7 100

8 「礼をする理由」を学びましたか？ 人数 49 8 57 1 29.49 p<0.01% 86.0 14.0 100

9 審判法（ルール）を学びましたか？ 人数 28 27 55 1 0.02 n.s.% 50.9 49.1 100

10 柔道における頭部・頸部の事故について学びましたか？ 人数 61 5 66 1 47.52 p<0.01% 92.4 7.6 100

表 1 ．中学校や高校の柔道授業において学習した知識について
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（38名，66.7%）．No.7より，「嘉納治五郎師範
の遺訓（柔道の目的）を学びましたか？」に
ついて，「いいえ」と回答した人数は有意に
多かった（42名，82.7%）．No.8より，「礼を
する理由を学びましたか？」について，「はい」
と回答した人数は有意に多かった（49名，
86.0%）．No.9より，「審判法（ルール）を学
びましたか？」について，回答した人数の偏
りは有意でなかった．No.10より，「柔道にお
ける頭部・頸部の事故について学びました
か？」について，「はい」と回答した人数は
有意に多かった（61名，92.4%）．

4. 考察

　表 1 の No.1より，中学校や高校における
柔道の授業では，スポーツと武道の違いが積
極的に学習されているとは言えないことが示
唆された．
　武道憲章の第一条（目的）には，「武道は，
武技による心身の鍛練を通じて人格を磨き，
見識を高め，有為の人物を育成することを目
的とする」と明記されている（公益財団法人
日本武道館，2017）．つまり，武道は人間形
成の方法である．一方，スポーツとは，「遊
びであること（気晴らし，戯れ，楽しみ，慰
み，ふざけることなど）」「身体運動であるこ
と（特に大筋運動をという激しさを意味する．
したがって，カードやマージャンは一応除外
する）」「競争的活動であること（勝敗を競り
合って行うものである）」の 3 つが構成要素
として必要であると指摘されている（中林，
2007）．また，スポーツ庁（online）は「人
生を楽しく，健康的で生き生きとしたものに
するために，より楽しむために勝利を追及す
るもよし，自分ペースで楽しむもよし，誰も
が自由に身体を動かし，自由に観戦し，楽し
めるもの」と解説している．つまり，スポー
ツは楽しさや喜びを実現するための方法であ
る．
　柔道は武道の中でもいち早く競技の国際化
が進められた．1951年に国際柔道連盟が発足

し，1956年に第 1 回世界柔道選手権大会（東
京），1964年のオリンピック（東京）には正
式種目として柔道競技が開催されている（尾
形ほか，1998）．半世紀以上もの間，世界中
で柔道は競技として行われてきたことから，
世界において柔道はスポーツとしてかなり認
識されている．現在，日本では小学生 5 − 6
年生の全国大会や現役を引退した人が参加す
る全国高段者大会など幅広い年代において多
くの大会が開催されている．子どもから大人
までスポーツ（競技）としての柔道が浸透し
ていることによって，他のスポーツと同様に
勝利至上主義の問題も指摘されるようになっ
た（中村，2007）．これらのことから，武道
として柔道を学習する機会が非常に少なく
なっていると考えられる．したがって，そも
そも武道としての柔道の認識が薄れているた
めに，スポーツと武道の違いも十分に学習さ
れないのではないかと推察される．
　今後，柔道を含めて他の武道においてもス
ポーツ化は一層進んでいくことが予想され
る．武道が必修化として導入されていること
から，日本の伝統的な考え方（文部科学省，
2016，2017）を学ぶためにも，中学校や高校
において武道とスポーツとの違いを明確に学
習させることは重要であると考える．特に，
武道を指導する大学教員はスポーツと武道の
違いについて中学校や高校の教員を目指す学
生に学習させることが重要である．なお，筆
者が授業を担当している B 大学では，武道
とスポーツの違いに加えて武道の前身である
武術との違いについても学習している．
　表 1 の No.2より，中学校や高校における
柔道の授業では，柔道の創始者について学習
されているが，No.3から No.7の柔道の成立
年，正式名称，理念（原理），嘉納治五郎師
範の遺訓（目的）について，十分に学習され
ていないことが明らかとなった．
　前述の柔道の知識は指導者にとって不可欠
な 知 識 で あ る と 指 摘 さ れ て い る（ 林，
2017a）．柔道は，嘉納治五郎が天神真楊流（て
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んじんしんようりゅう）と起倒流（きとうりゅ
う），その他の柔術の流派を研究し，1882年（明
治15年 ） に 創 始 し た も の で あ る． 現 在，
200 ヶ国以上の国や地域で行われ，「柔道」

「JUDO」と親しまれているが，正式名称は
日本伝講道館柔道（にほんでんこうどうかん
じゅうどう）である．その理念は，精力善用

（せいりょくぜんよう），自他共栄（じたきょ
うえい）である（講道館，1977；生誕150周
年記念出版委員会編，2011；藤堂，2014）．
　精力善用とは，「何事をするにも，その目
的を達するために，精神の力と身体の力とを
最も有効に働かすこと」である．「精力」と
は人間の力を表し，精神の力と身体の力を意
味する．「善」は善いと最善，「用」は使用す
る，働かせることを意味する．「最も有効に」
は無駄なく，合理的に，効率的にという意味
に近い．精力最善活用における「最」と「活」
が省略されている．自他共栄とは，「自分と
他人との調和をはかり，お互いが繁栄してい
くようにすること」である．自他とは，個人
と個人，個人と集団，集団と集団との関係を
意味する．「調和」とは，お互いに譲ったり
譲られたり，助けたり助けられたりという，
お互いが満たされるような関係を築くことで
ある．調和という意味は妥協するということ
ではない．自分と他人が調和できず，やむを
得ず衝突する場合があるが，可能な限り調和
を図ろうとすることが重要である．相助相譲
自他共栄における「相助相譲」が省略されて
いる（嘉納ほか，1999；講道館，2000；林，
2017a）．
　嘉納治五郎師範遺訓（目的）とは，柔道は
心身の力を最も有効に使用する道である．そ
の修行は攻撃防禦の練習に由（よ）って身體

（体）精神を鍛錬修養し，斯道（しどう）の
神髄を體（体）得する事である．さ（そ）う
して是（これ）に由（よ）って己を完成し，
世を補益するが柔道修行の究竟（きゅうきょ
う）の目的である．これを簡単に解釈すると，
柔道は精力善用をする方法である．柔道の修

行は，形や乱取などの練習によって心と体を
鍛えて精力善用ができるようになることであ
る．そして，自分という人間も作り上げ，世
の中の人々のために自分の力を役立てること
が柔道をする者の究極の目的である．柔道を
することは精力善用を身に付ける手段であり
目的ではない．前述した武道の目的と同じで
ある（嘉納ほか，1999；講道館，2000；林，
2017a）．
　柔道の創始者が嘉納治五郎であることだけ
を学習しただけでは，単なる柔道という運動
を学習しているだけになり，他のスポーツと
何ら変わらない．柔道を学習することの意義
を深めるためにも，前述の知識を学習させる
ことは必要である．これらの知識は武道の特
性や成り立ち（文部科学省，2016，2017）に
深く関係することから，武道必修化として学
習させることは不可欠であると考える．なお，
筆者が授業を担当している B 大学では，こ
れらの知識を柔道の概要と位置づけ，履修者
全員に誤字脱字なく書かせたレポートを完全
に暗唱できるように指導している．このよう
に，学習指導要領における伝統的な行動の仕
方を補完する立場から知識の差を埋めるため
に，中学校・高校の保健体育科教員を養成す
る大学における柔道の授業では，柔道の成立
年，正式名称，理念（原理），嘉納治五郎師
範の遺訓（目的）を学習させる必要があると
考える．
　表 1 の No.8より，中学校や高校における
柔道の授業では，礼をする理由についてかな
り学習されていることが明らかとなった．
　礼とは相手を敬う心であり，礼法は相手に
対する尊敬の心をあらわす形であると解説さ
れている（醍醐，2001；竹内，1988）．武道
では礼に始まり礼に終わるといわれている．
この礼の心を貴び，礼儀作法を重んずる伝統
は古来のよき日本の伝統の 1 つであると指摘
されている（松本，1994）．したがって，中
学校学習指導要領解説においても，「武道の
伝統的な考え方を理解し，相手を尊重して練



びわこ成蹊スポーツ大学研究紀要　第18号32

習や試合ができるようにすることを重視する
運動である」と解説されている（文部科学省，
2016，2017）．なお，礼は人が対象ではなく
とも行われる．道場は神聖な人間形成の場と
し，服装を正し，端正な姿勢で立礼をして出
入りすることが指導されている．筆者が授業
を担当している B 大学では，礼の意味や礼
法を学んだ上で道場の出入りの際に立礼をす
る，授業の開始と終了に座礼をする，乱取り
の開始と終了に立礼や座礼をすることを毎回
実践させることによって，武道の伝統的な考
え方（新渡，2002）の理解と実践が行われて
いる（林，2017b）．このように礼の知識を
習得した上で繰り返して実践させることに
よって，武道を実施する意義が深まると考え
る．
　表 1 の No.9より，中学校や高校における
柔道の授業では，審判法（ルール）が積極的
に学習されているとは言えないことが示唆さ
れた．
　審判法は試合をする際に学習されることが
多い．しかし，多くの中学校や高校における
柔道の授業では，試合まで行う授業時間を確
保できないために，審判法（ルール）が積極
的に学習されなかったと考えられる．なぜな
ら，中学校や高校では，柔道を初めて学習す
る者が多く，礼法や受け身を懇切丁寧に教え
る時間が必要になるからである（びわこ成蹊
ス ポ ー ツ 大 学，2019； 武 道 教 育 研 究 会，
2012；石川，2017；小俣ほか，2012）．また，
簡易な乱取り（自由練習）ができるにように
なったとしても，試合は乱取りよりも怪我の
危険性が高まるために，試合をさせないこと
が推察される．このことについて，近年の柔
道における頭部外傷による死亡事故が大きく
影響しているために，教員は試合をさせない
ようにしていることが考えられる．それに加
えて，柔道を専門にしていない教員が授業を
担当することが多いことも関係していると考
えられる．なぜなら，柔道を専門にしていな
い者にとって柔道のルールは難しく，試合を

コントロールすることが困難だからである．
　しかし，柔道の授業では，乱取りにおいて
審判法における罰則（小俣，2010）を学習さ
せることは武道の特性を理解させ，上達を促
す上で非常に有用である．どのような行為が
罰則になるのか，つまり悪いことを理解させ
ることに役立つからである．なぜなら，罰則
行為には危険な行為であったり，お互いに柔
道の特性を楽しめなくしたりする行為が含ま
れているからである．このことから，試合で
はなくとも，乱取りの前に審判法（ルール）
を簡単に説明することによって学習効果を高
めることができる．筆者が授業を担当してい
る B 大学では，乱取りをする際に「真っ直
ぐに立つ＝腰を引かない（正々堂々と勝負す
る）」「お互いに襟と袖を持つ（相手に持たせ
ないなど卑怯なことをしない）」「柔道場の中
で行う（場外際は危険なので近づかない）」
ことを指導している．以上のことから，試合
でなくとも乱取りを行う際に，審判法（ルー
ル）を学習させることが有用であると考える．
また，乱取り中に危険な行為やお互いに柔道
が楽しめなくなる行為をさせないように指導
することが重要である．
　表 1 の No.10より，中学校や高校における
柔道の授業では，柔道における頭部・頸部の
事故について，かなり学習されていることが
明らかとなった．
　近年，柔道における頭部外傷の重大事故は
社会的な問題となっているからであると考え
られる．1983年から2011年までに118件の柔
道による死亡事故が発生し，103件（87.3%）
が ク ラ ブ 活 動 中 に 発 生 し て い る（ 内 田，
2013）．死因は急性硬膜下血腫等の頭部外傷

（73件，70.9%）が最も多い．また，2003年か
ら2014年における全日本柔道連盟の事故報告
において，重症の頭部外傷のうち42件（95.5%）
が急性硬膜下血腫であったと報告されてい
る．特に，中学校と高校の 1 年生の死亡事故

（22件，53.7%）が最も多いことが報告されて
い る（ 公 益 財 団 法 人 全 日 本 柔 道 連 盟，
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2015c）．これに対して，全日本柔道連盟は指
導者養成（公益財団法人全日本柔道連盟，
2015a，2015b，2016a，2016b，2020a） に 力
を入れているが，未だに事故は発生している．
これらの事故には大外刈りという技が関係し
ており，その危険性や事故要因が解明されつ
つある（Ishikawa et al., 2018，2020；Hayashi 
et al., 2019）．
　柔道における頭部・頸部の事故は主に課外
活動（クラブ活動）で起きており，柔道の授
業で起こる危険性は極めて低い．しかし，絶
対に起きないとは限らないことから，頭部・
頸部の事故状況を学習させることは必要不可
欠である．これによって，生徒は安全な行動
を心掛けるようになる．ただし，危機意識を
煽って恐怖心を植え付けるようなことは実技
の学習に悪影響を及ぼすために，適切なデー
タに基づいて学習させることが重要である．
また，課外活動における今後の柔道の指導者
の資質について，フランスのようなに国家資
格にすることが必要であるという意見がある

（小林，2011）．また，中学校・高校の保健体
育の教員免許を取得する，日本スポーツ協会
公認柔道コーチ 3 （全柔連公認柔道指導者
A 指導員も所有している必要である）を取
得する，大学院修士あるいは博士過程を修了
し，学位を取得しているという 3 つの条件を
すべて満たすという厳しい基準が必要である
と指摘されている（林，2017a）．指導内容の
質を高めて社会的な信用を回復させるために
も必要であると考える．

5. 総括

　本研究の目的は，中学校や高校の柔道授業
で学習する知識について明らかにするととも
に，中学校・高校の保健体育科教員を養成す
る大学における柔道授業の在り方について提
言することとした．中学校あるいは高校の時
に柔道の授業を受講したことのある B 大学
の72名に中学校や高校の柔道授業で学習する
知識に関するアンケートを実施した．その結

果，以下のことが明らかとなった．
（ 1 ） スポーツと武道の違い，審判法（ルール）

について積極的に学習されているとは言
えないことが示唆された．

（ 2 ） 柔道の創始者が嘉納治五郎であること
は十分に学習されていたが，それ以外の
柔道の成立年，正式名称，理念・原理，
嘉納治五郎師範の遺訓は十分に学習され
ていなかった．

（ 3 ） 礼をする理由や頭部・頸部の事故につ
いては十分に学習されていた．

　以上のことから，中学校・高校の保健体育
科教員を養成する大学における柔道の授業で
は，スポーツと武道の違い，審判法（ルール），
柔道の正式名称，成立年，理念，嘉納治五郎
師範の遺訓を十分に学習させることが必要で
ある．
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